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○はじめに　

　あるモノが、本物か偽物かということが話題にな

る場合、そのモノに価値があるかどうかが必ず付随

してくる。例えば、美術品や骨董品の真贋を判断す

るには、専門的な学識や経験を必要とされるもので

ある。このような真贋を判定することは、一般的に

「鑑定」という語で表されている。この「鑑定」と

いう作業には、美術品や骨董品というような過去に

作られた作品を、現在という時点から眼前にある作

品の過去を読み解き、専門的な学識や経験をもって

判断が下されたり、意見を述べることとなる。

　一方、「タレント発掘」は、「今」という時点で人

間の持つ能力が、今後どのように変化するかを「予

測」することが中心である。この「予測」とは、将

来どのようになるかを、単に人間の持つ能力がどの

ようになるかを考量するだけで無く、それぞれのス

ポーツ種目が、どのような競技力レベルに達するか

も含めて、判断することとなる。タレントを見つけ

出すという場合も、先述の「鑑定」と同じように、

専門的な学識や経験が必要なことは明白であろう。

　近年、タレント発掘に関わる活動は、国内では、

地方の行政組織や各スポーツ競技団体等が、さら

には、日本スポーツ振興センターが基礎的な母体

となって展開されてきている。この背景には、平

成 23 年 6 月のスポーツ基本法の制定に基づき、文

部科学省（2012）が平成 24 年 3 月に「スポーツ基

本計画」を策定したことがある。その中で、「第２

章　今後 10 年間を見通したスポーツ推進の基本方

針」の、「４．国際競技力の向上に向けた人材の養

成やスポーツ環境の整備」において、「１）ジュニ

ア期からトップレベルに至る戦略的支援の強化」を

挙げている。そして、施策目標として「トップアス

リートを発掘・育成・強化するため、スポーツ団体

や強化・研究関係機関、地域等との連携により、ジュ

ニア期からトップレベルに至る体系的かつ戦略的な

支援を強化する。」15）と規定している。その地域と

の連携の実例として、公益財団法人福岡県スポーツ

振興センターが中心となっている「福岡県タレント

発掘事業」や、東京都オリンピック・パラリンピッ

ク準備局スポーツ推進部が中心となっている「トッ

プアスリート発掘・育成事業」等が挙げられ、国内

で 10 以上の都道府県で実施されている。19）さらに、

国レベルのものとしては、独立行政法人日本スポー

ツ振興センターが、「文部科学省委託事業『2020 ター

ゲットエイジ育成強化プロジェクト（タレント発掘・

育成コンソーシアム）』」を展開する一つとして、「ナ

ショナル・タレント発掘・育成（NTID）プログラム」
22）を起動させている。

　陸上競技のタレント発掘・育成に関する各種テス

ト種目と基準値については、拙稿に譲り 5）、本稿で

は、タレント発掘・育成は、「どのような意味内容」

を持ち、「競技力向上のための全般的システムとの

関係性」はどのようなものであったのかを明確にす

る。さらに、その「具体的な選抜の方法」を浮き彫

りにしながら、先鋭的にタレント発掘・育成を行っ

ていたドイツ民主共和国等の例をもとに、何らかの

提言をすることとしたい。

〇タレントとは

　タレントという用語は、語源としてギリシャ語に

由来し、「天秤という意味を持ち、その後重さ、貨

幣の単位（タラント）となり、中世末に聖書マタイ

伝 25 章にあるイエスのたとえ話から、才能という

意味を持つ」と言われている。5）一方で、ドイツに

おけるスポーツ指導者の養成に関わる中心的機関で

あるケルンコーチアカデミーのテキストの中では、

「行動に基づいて、遺伝によって、または、後天的

な行動条件に基づいて選抜され、スポーツの達成に
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関して特別な才能、または高い才能を持っているこ

とをスポーツのタレント（スポーツタレント）と呼

ぶ」と規定している。12）このように、「タレント」

という用語に当てはまる競技者は、きわめて少数で

あり、特別な存在であることが窺えよう。

　一方で、この「タレント」に関わる用語とし

て、種々のものが挙げられる。しかし、学校体育

を中心として競技スポーツが発展してきた日本で

は、こういった用語は、詳細な概念規定が行われ

ないまま展開されているところが散見する。2013

年に出版され、バイオメカニクス、生理学、心理

学、教育学、教授学といった近接領域を包含し

ながら作成された「Wörterbuch Bewegungs- und 

Trainingswissenschaft（運動科学とトレーニング

科学の用語辞典・独語と英語の対訳版）」26) では、「タ

レント」に関わる用語として、下記のものが挙げら

れていた。

タレント発掘

＜ Talentsuche（独）、searching for talent（英）＞

（以下：独語、英語の順に標記）

タレント育成

＜ Talentförderung、promotion of talent ＞

タレント選抜

＜ Talentauswhal、selection of talents ＞

タレント診断

＜ Talentdiagnose、talent diagonosis ＞

タレント発達

＜ Talententwicklung、development of talent ＞

タレント識別

＜ Talenterkennung、identifi cation of talent(s) ＞

タレントプロフィール

＜ Talentprofi l、talent profi le ＞

タレント予測

＜ Talentprognose、talent prediction ＞

タレント選別

＜ Talentsichtung、screening for talent(s) ＞

タレントをスカウトする人（スカウトマン）

＜ Talentsucher、talent scout ＞

　これらの用語を組み入れ、国際的なレベルに至る

まで、競技者を育成していく過程を全体として図式

化すると、図１のようになる。23）図１は、タレン

トに関わる用語を中心としているが、競技者を国際

レベルへと育成して行くには、この他にも様々な要

因が関わることは容易に予測されるところである。

これらの用語をはじめとし、国際的な競技力向上の

ために様々な施策を、国家レベルで先鋭的に行って

いたドイツ民主共和国（以下：旧東ドイツ）を例と

して挙げてみたい。

　旧東ドイツは、1990 年に東西ドイツ統一によっ

て消滅したが、1970 年代から 1980 年代後半にかけ

て国際的なレベルでスポーツ界全体に絶大な競技力

を誇っていた。長期に渡って競技者を育成するシス

テム（例：児童青少年スポーツ学校を全国 25 ヶ所

に設置、質的な保証がなされたコーチの養成と適切

な配置、約 1,700 カ所におよぶ地域のトレーニング

センターの設置と運営、競技スポーツに関わる研究

機関の運営等）を稼働することで、タレント発掘・

育成といった個々のシステムも成果を上げ、諸々の

要因が複合的に関係する総合的なシステムを確立さ

せていた。この部分の理論的背景の基礎としては、

旧ソ連のマトベーエフによるピリオダイゼーション

理論であることは、指摘するまでも無いであろう。

それは、種々のトレーニング段階（例：基礎トレー

ニング段階、育成トレーニング段階等）においてト

レーニングを展開し、競技力を向上させていくため

には、トレーニングの強度と量を直線的に高めてい

図１　タレント発掘からトップ競技者への育成に至る全体図 23) を一部改変
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くことは不可能であり、波状的効果を長期に渡って

検討することが求められるからである。ある年齢段

階で最高の競技力を達成するためには、長期に渡っ

て段階的に、漸進的にトレーニング全体をコント

ロールする必要があり、そのために必要な付帯条件

（先述の児童青少年スポーツ学校等）が整備されて

いることが、必ず必要となるためである。

　さらに、旧東ドイツでは、「全国共通観察システ

ム（Einheitliche Sichtung und Auswahl für die 

Trainingszentren und Trainingsstützpunkte des 

DTSB: 以下 ESA、DTSB は下記参照）」4）13)14) という

ものが導入されていたという背景がある。この ESA

は、ライプチヒ市で 1971 年から 2 年間に渡って試

験的に実施され、1976 年からは国全体に導入され

たものである。ドイツ体操・スポーツ連盟（Deutsche 

Turn- und Sportbund：以下 DTSB）の運営する地域

のトレーニングセンターに入所させるための発掘と

選抜を、統一した形式で旧東ドイツで生まれた子ど

も全員を対象に行ったものである。当時の国内にお

ける現状のシステムを利用し、さらに、最小限の人

と時間で展開するために、学校の体育科教員の協力

を得て学校体育の中で、6 歳の年齢段階から実施さ

れていた。この ESA の内容は、形態の測定・60m 走・

8分間走・立片脚三段跳・走幅跳・ボール投（150g）・

砲丸投・コォーディネーション能力などのテスト種

目 5)13) で、測定値は中央機関となる DTSB で、コン

ピューターによって処理されていた。この ESA は、

継続して各年齢で実施され、9 歳からは選抜された

子どもがトレーニングセンターに入所し、専門的

教育を受けた指導者から基礎トレーニングの指導

を受けることになっていた。旧東ドイツの人口は

約 1,700 万人で、最終的には人口の約 12.5％がト

レーニングセンターへの入所経験を持つという状況

であった。この ESA というシステムは、スポーツに

才能を持った子ども達を漏らすことなくスクリーニ

ングすることができ、人口の 12.5％が ESA の経験

者ということは、競技スポーツへの関心の度合いを

高めるものである。また、その影響力は計り知れな

いことであったろうと、容易に予測することができ

る。なお、旧東ドイツは、旧ソ連同様に社会主義国

家であるため、国外に出ることが国から許可される

者は、政治家、エリートレベルのスポーツ選手や芸

術家など、ごく少数に限定されていたという事実か

らも理解できるであろう。そして、旧東ドイツでは、

トレーニングセンターでのトレーニングや各種の測

定を踏まえ、12 歳の年齢からは児童青少年スポー

ツ学校に入学し、各競技ごとのトレーニングを主体

とした生活（一般的には寮生活）を送ることになる

という、競技スポーツに特化したシステムが用意さ

れていた。30)33) 一方で、旧東ドイツでは、大衆スポー

ツと競技スポーツは厳格に区別され、例えば、テニ

スは大衆スポーツの位置づけであり、競技スポーツ

ではないためタレント発掘・育成は一切行われてい

なかった。6)7）

○最終身長の問題

　最終身長の問題は、スポーツ種目全般に渡って、

形態的問題が競技力に対して影響を及ぼすことがあ

り、競技スポーツで最高の成果を残すためには、場

合によっては必要不可欠な要因ともなる。例えば、

旧東欧圏で発生したスポーツトレーニング学を英語

圏に導入し、プロスポーツであるアメリカンフット

ボールや、ベースボールにおけるトレーニング計画

について、プランニングやコンサルティングでも著

名な T.O.Bompa（1999）によると、形態的な側面か

ら見たタレントの特徴は、表１にようにまとめるこ

とができる。3) 種々のスポーツ種目で、「長身」と

いう項目が含まれていることは明らかである。一方

で、「長身」という点に特化した形式でのタレント

発掘としては、近年の英国やオーストラリアなどで

展開された「ジャイアントプログラム」が該当する

ものである。11)

　では、どのような方法で、競技者の最終身長をあ

る年齢段階で推測していたのか？という内容は、タ

レント発掘において大きな関心事であろう。米国で

表１　形態的な側面から見たタレントの特徴 3）より作表
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は、Scientifi c Software International 社から身

長を予測するコンピューターソフトとして「AUXAL」

が出され、日本国内の研究者の間でも利用されてい

る。一方、旧東ドイツでは、最終身長を予測するた

めの指標として用いられていたのは、暦年齢（10

歳と 11 歳の 5 月、12 歳の 2 月と 10 月時点）の身

長と体重である。この各暦年齢時での測定から、最

終身長を予測することが可能となっている。33）特

に、このような測定等から、ヒトの持つ生物学的な

年齢が考慮されることになる。例えば、12 歳とい

う暦年齢に対して、すでに両親とおなじ身長に達

し、筋力などが発達している 12 歳もいれば、身長

が低く身体がきゃしゃで、子供っぽさが残っている

12 歳もいる。その年齢差は± 2 歳と言われ、場合

によっては、極端な年齢差として± 3歳とも言われ

ていた。このような成長の差を考慮した年齢が、生

物学的年齢である。この年代の子ども達を一緒に競

技させた場合には、成長の速い子どもが有利である

ことは否定できないものである。また、1 年という

期間を考えた場合、同じような成長をたどったとし

ても、先に生まれた子どもと 364 日後に生まれた子

どもでは、当然のように同一学年であっても、成長

に差が生じることになる。日本の学制をもとにした

各種スポーツ競技会であれば、小・中学校において

は、4・5 月生まれの子どもが有利となる傾向が起

きることは、当然である。旧東ドイツは、先述のよ

うに 10 ～ 12 歳の間で 4回もの測定をし、このよう

な成長の違いを考慮し、暦年齢での競技力だけをタ

レント発掘・育成の材料とはしていなかったという

事実がある。また、これらの指標から、早熟型傾向

にあるのか、晩熟型傾向にあるのかを査定し、暦年

齢における身長が、最終身長に対して何％レベルの

成熟にあり、そこから、その後の最終身長を予測し

ていた。5)33) このような最終身長を測定する方法と

して、手首の手根骨における軟骨の骨化状況を、レ

ントゲン写真から読み取る方法も過去には用いられ

ていた。骨年齢を用いて生物学的年齢を推定し、暦

年齢との差から、その後の身長を予測するものであ

る。この方法を利用して、中華人民共和国上海市体

育運動委員会は、市内の学校に手首の手根骨のみを

撮影するレントゲン車を巡回させ、後に NBA ヒュー

ストン・ロケッツに所属し、国際的にバスケットボー

ルで活躍した姚明を発掘していた。姚明は、13 歳

時にレントゲン写真の結果から、身長は 225cm を超

えることが予測されていた。なお、姚明の最終的な

身長は 229cm、体重は 140kg となった。一方で、日

本でも臨床医であり日本成長学会の基礎を築いた村

田（2003）によって、年間の身長の増大から予測す

る方法も紹介されている。17)

　この最終身長の問題を陸上競技に当てはめて考え

ると、大きく分けて陸上競技には、短距離、中距離、

長距離、跳躍等の非常に多岐に渡った種目が行われ

ている。それぞれに要求される体力的特性は大きく

異なり、さらには形態的な特性も異なる内容となっ

ている。例えば、走高跳では、できる限り高いバー

をクリアーすることが要求されるため、身長が高く

体重の軽い競技者が、必然的に多くなる傾向にある。

一方で、「挟み跳び→ベリーロール→背面跳」とい

う跳躍スタイルの変革によっても、それぞれの跳躍

スタイルによって求められる体力的な特性から、形

態面への影響は大きなものであるとも考えられる。

この跳躍スタイルの変革に伴って、競技者の形態面

への変化がどのようなものであったかを、1964 年

（東京大会）、1988 年（ソウル大会）、2012 年（ロン

ドン大会）と、ほぼ四半世紀ごとの期間となる 6オ

リンピアード（24 年）ごとに、入賞者の身長と体

重を追跡したのが表２である。10) 約半世紀となる

48 年間に、男子は身長が＋ 2.6cm、体重が -4.2kg、

同様に女子で +6.5cm、-3.1kg、と、男女とも長身

で軽量の競技者へと移行し、その傾向は女子に顕著

であると言える。このような形態的な変化は、投て

き競技にも見られ、男子円盤投では長身で長腕の競

技者が、男子やり投では長身で軽量の競技者が増え

ている傾向にある。

　先述のように、早熟型の有利さを問題としている

が、早熟型をある面では意識し、克服した例とし

て、2001 年（エドモントン大会）・2005 年（ヘルシ

ンキ大会）の世界陸上競技選手権で銅メダルを獲得

した、為末大を例として示しておきたい。彼は、15

歳となる 1993 年の全日本中学選手権で 100m（11 秒

08）、200m（22 秒 00）の両種目に優勝し、「高校に

入ると、自分だけ身長は伸びないし、垂直跳の記録

も伸びないし、走っても速くならないんですが、ー

中略ー高校 3年生のときに初めて 1年後輩の選手に

表２　６オリンピアード（24 年）ごとの陸上競技

走高跳で入賞した選手の形態の変遷 10) 一部改変
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負けたんです。彼は私と一緒に練習していたんです

が、だいたい私の半分くらいの練習量で、私よりも

速くなってしまった。広島県にこういう選手がいる

ということは、全国にはもっとたくさんいるんだと

思いました。実際には彼は全国で一番になるような

選手だったんですけど。」32) と述べている。そして、

後に 2001 年の 23 歳と 2005 年の 27 歳で銅メダルを

獲得するが、自身の身体的な弱点を考慮し、持久的

な側面と、35m というインターバルでハードルを越

える 400mH へと転向したことが、このような結果を

生んだと考えられる。特に、インターバルでの歩数

の変化から反対脚での踏切りとハードリング等、複

合した技術要素を習得の必要性が高い 400mH へ種目

トランスファーを実現した成果とも言い換えること

が可能であろう。なお、そのトランスファーの過程

で、400mH のレース中に、風向と風速によってスト

ライドの長さを縮めたり伸ばしたりすることができ

るというキネステーゼ（運動感覚）の獲得が前提と

なっていることを、さらに、為末は述べている。32)

このような職人芸的なキネステーゼが、競技力のあ

る部分を支えていたことを、非常に重要な内容とし

て付け加えておきたい。25)

○競技者個人の発達年齢の特定

　人間の年齢は、誕生日を基準にして年齢を特定す

るのが一般的である。しかし、時間的な経過により、

単純に加算される暦年齢とは異なるヒトの成長とい

う問題がスポーツには存在する。つまり、身体の成

長が非常に早い早熟型の場合や、大器晩成といわれ

るように成長が遅い晩熟型の場合もある。タレント

発掘・育成を展開していく際には、ある年齢段階で

の競技力のみで、タレント性の優劣を判断すること

は、先述したタレントの定義からも逸脱した内容と

なろう。陸上競技であれば、競技記録の優劣のみで

競技者個人の将来性を軽々に判断することである。

　旧東ドイツでは、この競技者の「年齢」という問

題に関して、国際スポーツ大会で最高度の競技力を

達成するという観点から、「発達年齢」という概念

を創出して、タレント発掘・育成に用いていた。こ

の発達年齢は、「暦年齢」「生物学的年齢」「トレー

ニング年齢」を考慮して作成されたものであり、タ

レントとしての発掘の対象となるかの判断に大きな

影響を及ぼすものであった。先述の ESA は、6 ～ 7

歳の時点で実施されるが、測定されるほとんどの種

目で、早熟型の選手が有利であるのは間違いないで

あろう。そして、特別なトレーニングを児童期に行っ

ていれば、テスト種目の結果が良いのは当然である。

こうした側面を排除し、競技者のタレント性を推測

するために Schnabel ら（1997）27) は、発達年齢と

いう概念を設けて、このようなリスクを排除するこ

とを提示し、実際にタレント発掘・育成を初めとし

た国際競技力向上の中で用いられていた。図２は、

発達年齢と各種のテスト値との依存関係について、

競技者 A、B、Cの 3名の例を模式図的に示したもの

である。

　例えば、この模式図のＸ軸を暦年齢の 13 歳とい

う限定して表示すると、Ｙ軸の各種のテスト値から

は、競技者Ａ＞Ｃ＞Ｂという順番となり、競技者Ｂ

が一番劣ることになる。さらに、暦年齢に生物学的

年齢のみを考慮すると、競技者Ａが早熟型で競技者

Ｃが遅熟型であった場合、競技者Ｃをタレント性を

持つ競技者として認めることになる。また、例え

ば、競技者Ｃが 1 年半（18 ヶ月）に渡ってトレー

13 0 ↑ ↑13 11

図２　発達年齢と競技力との依存関係 27) を一部改変
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ニングを受けてこのようなテスト値を達成したのに

対して、競技者Ｂは半年（6 ヶ月）で達成したとし

たら、1 年後には競技者Ａ、Ｃのテスト値を大きく

越えると予測することが可能となる。こういった現

象を考慮して規定されたのが、「発達年齢」という

概念である。旧東ドイツでは、このような概念を実

際に現場で利用しやすくするために、種々のテスト

種目値を組み合わせた換算表が作成され、指導者に

行き渡っていた。詳細なポイント表については、本

稿に紙数の限りがあるため他稿に譲ることとした

い。30)31)33) 但し、換算表からタレント発掘される競

技者の多くは 90 点台後半であるのに対し、世界の

トップ選手として短距離と跳躍で活躍したハイケ・

ドレクスラーは、当時 100 点台後半という群を抜い

た点数を獲得しており、タレントという表現を越え

て「天才」にあたる競技者であったことを付記した

い。また、旧東ドイツにおける陸上競技について言

及すると、児童青少年スポーツ学校でのトレーニン

グは、陸上競技全般にわたるトレーニングで、単一

種目に特化したものではなく、陸上競技における

様々な種目を通して競技力の前提となる多面性を重

視し、長期的なトレーニングとして計画されていた。

〇提言と今後について

　以上のような内容から、政治体制の違いや生活水

準の差、さらには、国民にとってのスポーツの持つ

意味が大きく異なる日本国内で、旧東ドイツと同一

のシステムを行うことは非常に難しい。一方で、日

本国内で種々のタレント発掘・育成に関わる事業が

展開されつつあり、また、2020 年東京オリンピック・

パラリンピック大会の開催とも連動して、国際レベ

ルの競技者の育成が求められているという状況下に

もある。国内で特別な人材養成をすることなく、ま

た、資金を費やすことなく、より効率的にタレント

発掘・育成を行うとしたならば、下記のようなこと

が考えられよう。それは、現時点で児童や生徒が、

すでに行っている児童・生徒自身に関するデータを

最大限に有効利用することが重要である。

①健康診断結果・新体力テストの結果などを最大限

活用する

・個人情報保護法を遵守した上で、スポーツに関

わる中央機関や競技団体へ、自己申告型として

自身のデータを、タレント登録としてホーム

ページなどを利用して行う。

②携帯端末などの情報通信機器の利用

・①と併せて、競技会や運動会での映像、場合に

よっては中央競技団体などが運動課題を提示

し、その映像を送信（上記のようなタレント登

録のホームページへ）する。

③スカウトマン※１の配置

・①②のような情報から、実際にタレント発掘の

対象となる競技者への接触（親・祖父母、所属

クラブの指導者など）4) を行う。

④これまでのオリンピックメダリストや出場者につ

いて、競技会でのパフォーマンスやトレーニング、

種々の生活史のヒアリング※ 2

・ロールモデルとなる、競技者の全体像を明確に

する。18)20)34）

⑤各競技団体に登録されている競技者の同意を得

て、形態や各種のテスト値を公開

・データの積極的な利用によるタレントのトラン

スファーを展開する。

⑥競技種目や競技団体を越え、架橋性を持ったタレ

ント発掘・育成に関わる組織の創出

・今後、少子化がさらに進む日本では、タレント

性を持った子どもの数は限定的となるため、子

どもの適性や志向、スポーツ種目の特性を適切

に調和させることが必要となる。

※１日本陸上競技連盟のダイヤモンドアスリートの

選定にあたっては、日本全国に地区タレントマ

ネージャーという役職を設け、種々の情報の入手

が可能となった。　

※２日本では、ブラックボックスとなってきた政府

や企業の実態を明らかにするために御厨らが提唱

しているオーラル・ヒストリー（聞き取りによる

調査）16）という方法が部分的に該当するであろう。
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